
　　佐倉市職員人件費（2020年度）
費目 金額（千円）
給料 3,875,531
手当 2,373,753

時間外手当 353,263
休日勤務手当 4,457

以上合計 6,607,006
退職金費用 314,398

年金、健保費用 1,229,350
支給額合計 8,150,754

職員数（人） 1,024
支給年額平均（千円）/人 7,960
時間単価（円）残業含む 3,980
時間単価（円）残業除く 4,058

　　佐倉市　事務決済規程 　　　　　　　専決者
第8条 各所属共通専決事項 部長 課長

別表第1
9　申請、照会、通
知、回答、届、報告等

裁量的、高
度、他部との

調整要
左以外

　　　合意（合議：財務規則第4条他）
国、県支出金の交付申請に関する事

財政担当部長
及び課長と合議

同左部・課長は所
属職員に内容周知
（事務決済規定）
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表

佐倉市の新年度一般会計予算 ５０９億円（市民一人当たり約３０万円）

佐
倉
市
の
事
実
に
反
す
る
手
数
料
値
上
げ

市
は
、
事
実
に
反
し
た
「
人
件
費
値
上
が
り
」
を
理

由
に
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
手
数
料
値
上
げ
を
新
年

度
か
ら
実
施
し
ま
す
。
事
実
に
反
し
た
値
上
げ
は
、
大

き
な
問
題
で
あ
り
行
政
の
信
頼
を
損
ね
ま
す
。
な
お
、

人
件
費
に
は
退
職
金
積
立
、
年
金
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

市
職
員
へ
の
年
間
支
給

額
平
均
は
、
昨
年
提
案
が

８
１
１
万
円
で
あ
り
、
前

回
よ
り
値
下
が
り
し
て
い

ま
す
（
前
回
4
年
前
は
８

１
９
万
円
）
。
こ
れ
ら
は
、

３
月
の
議
会
一
般
質
問
で

も
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
市
は
、
７
％
上

昇
（
理
由
は
、
勤
務
時
間

を
変
更
し
て
計
算
し
た
た

め
）
と
し
て
値
上
提
案
を

し
、
議
会
は
可
決
。

こ
の
結
果
、
個
人
住
民

票
発
行
手
数
料
は
千
葉
県

内
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
人
件
費
の

お
知
ら
せ
に
対
し
、
質
問

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

左
表
の
職
員
人
件
費
を
公

表
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
に
お
い

て
は
退
職
金
積
立
、
年

金
等
を
含
め
て
年
間
支

給
額
平
均
は
７
９
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
提
案
の
資
料
で
は
、

８
１
１
万
円
で
し
た
。

（
そ
の
後
も
少
し
づ
つ

金
額
は
下
が
っ
て
い
ま

し
た
）

左
表
の
職
員
人
件
費

の
中
で
、
退
職
金
+
年

金
、
健
保
の
費
用
は
、

年
額
平
均
１
５
０
万
７

千
円
と
な
り
ま
す
。
年

間
勤
務
時
間
１
８
７
６

時
間
で
割
る
と
、
時
間

当
た
り
８
０
３
円
で
す
。

要
す
る
に
、
給
料
や
手

当
以
外
に
勤
務
１
時
間

あ
た
り
、
８
０
３
円
の

支
出
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
退
職
金
や
年

金
の
制
度
が
無
い
場
合

は
生
涯
収
入
に
大
き
な

差
が
出
ま
す
。

職
員
人
件
費

交
付
金
の
返
還
や
減
額
が
続
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
実
情
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
分
と
し
て
国
か
ら

約
１
８
・
８
億
円
の
交
付
金
が
市

に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
年
度

内
に
使
わ
な
け

れ
ば
、
次
年
度

に
繰
り
越
す
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
令
和
３

年
度
に
繰
越
を
し
て
活
用
す
る
考

え
で
し
た
。

し
か
し
、
県
を
通
じ
た
国
へ
の

連
絡
に
て
、
繰
越
不
要
と
市
は
連

絡
。
結
局
、
繰
越
不
可
と
な
り
、

合
計
５
・
３
億
円
を
国
に
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
も
市
民
等
の
国
税

が
源
資
で
す
が
、
こ
れ
を
活
用
す

る
事
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

事
務
処
理
で
は
、
「
事
務
決
済

規
程
」
「
財
務
規
則
」
違
反
が
あ

り
ま
し
た
。
（
上
表
参
照
）

①
県
へ
の
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
連

絡
で
は
、
上
司
の
承
認
を
得
な
か
っ

た
。
（
事
務
決
済
規
程
8
条
違
反
）

②
他
部
の
合
意
（
合
議
）
を
得
な

か
っ
た
。
（
財
務
規
則
4
条
違
反
）

外
部
組
織
（
県
な
ど
）
と
の
連
絡

で
は
、
慎
重
な
処
理
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
が
不
十
分
で
し
た
。

介
護
保
険
に
関
し
て
は
、
そ
の

交
付
基
準
と
な
る
65
歳
以
上
の
人

数
、
前
期
高
齢
者
数
、
後
期
高
齢

者
数
等
の
数
値
を
連
絡
し
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
、
令
和
２
年
度
分

を
連
絡
す
べ
き
で
し
た
が
、
誤
っ

て
そ
の
前
年
デ
ー
タ
を
電
子
メ
ー

ル
に
て
県
へ
連
絡
し
、
受
取
額
が

７
千
万
円
も
減
額
し
ま
し
た
。

こ
の
補
助
金
の
原
資
も
、
市
民

等
が
納
め
た
国
税
で
す
。

こ
の
件
は
、
他
部
の
合
意
取
得

も
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

以
上
よ
り
、
原
因
は
「
組
織
内

部
の
風
通
し
が
悪
い
」
、
「
電
子

メ
ー
ル
の
承
認
方
法
不
明
確
」
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

佐
倉
市
西
御
門
に
位
置

す
る
明
神
橋
は
工
業
団
地

（
千
葉
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
）

内
に
あ
り
、
佐
倉
市
に
は

１
９
９
９
年
度
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
３
年
前
の
台

風
等
に
よ
り
、
写
真
の
如

く
被
災
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
橋
の
下
部
は
明
神
台

調
整
池
。
こ
れ
ら
は
、
急

峻
な
崖
っ
ぷ
ち
に
作
ら
れ

て
お
り
、
今
後
の
風
雨
等

に
よ
り
、
更
な
る
被
災
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
に
、
調
整
池
の
周
囲

で
は
、
崖
の
崩
落
、

陥
没
、
空
洞
発
生

な
ど
が
何
度
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
費
と
し

て
明
神
橋
復
旧
工
事
約
６
・

４
億
円
、
明
神
台
調
整
池

工
事
は
約
２
・
３
億
円

（
内
1
億
円
は
千
葉
市
負

担
）
が
執
行
予
算
化
済
。

市
長
は
多
額
の
金
が
か

か
る
可
能
性
が
あ
る
と
述

べ
、
最
終
金
額
は
不
明
と

担
当
部
長
も
議
会
で
述
べ

て
い
ま
す
。

明
神
橋
の
被
害オンブズマンとは「行政苦情

の解決や行政の適正運用、人権
保護のために行動する人」です。

市民オンブズマンは、市民が
オンブズマンのように活動する
ものです。各種の御相談は下記
連絡先にどうぞ。一緒に活動で
きる方も募集中です。 橋下部の明神台調整池

人
件
費
は
値
下
が
り

佐
倉
市
の
国
交
付
金
返
還

新
型
コ
ロ
ナ
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
補
助
金
）
に
つ
い
て
、
市
は
次

年
度
へ
の
「
繰
越
手
続
き
」
に
失
敗
し
、
交
付
金
を
国
に
５
・
３
億
円
も

返
還
（
臨
時
議
会
で
可
決
）
。
昨
年
に
は
介
護
保
険
の
古
い
デ
ー
タ
を
県

に
連
絡
し
た
た
め
に
、
交
付
金
が
７
千
円
も
減
額
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
返
還

事
務
処
理
ミ
ス

表

繰
越
不
要
の
連
絡

介
護
保
険
交
付
金
減
額

明
神
橋
・
明
神
台
調
整
池
の
災
害
被
害

急
峻
な
地
形
に
あ
る
橋
と
調
整
池
が
被
害
を
受
け
、

そ
の
復
旧
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
度
重
な
る
被

害
も
懸
念
さ
れ
、
責
任
は
市
だ
け
か
気
に
な
り
ま
す
。

右の土砂が調整池へ流出

橋手前の土砂が右へ流出

崩落部の法面工事



議案種類 提出者 件数 内容（青字は否決された議案） 可決数
新年度予算 市長 9 一般会計、国民健康保険等 9
Ｒ3年度補

正予算
市長 9

一般会計（2+先議１）、一般会計（臨時議会）、
国民健康保険等

9

条例廃止 市長 3 東日本大震災復興基金条例、国保高額療養
費貸付基金条例、美術館事業基金条例

3

条例制定 市長 1 債権管理条例 1

条例改正等 市長 9 個人情報保護、一般職職員給与条例、国保等 9

道路線 市長 3 上志津、六崎、吉見及び生谷 3

字変更 市長 1 上座→ユーカリが丘四丁目 1

契約 市長 2 佐倉図書館外構工事、電気工事 2
人事 市長 4 固定資産評価委員ｘ2、副市長、教育長 4
諮問 市長 1 人権擁護委員 1

請願 市民 0 0
陳情 市民 0 0

1
決議 議員 1

ウクライナからのロシア軍即時撤退を求める決
議

1

意見書 議員 7

地方創生と感染症対策のデジタル化推進、介
護職員の処遇改善、不正確な放射線読本の
配布中止、医学部入学定員の見直し、日米地
位協定の抜本的改正、ウクライナへの武力攻
撃即刻中止、敵基地攻撃力を含む軍拡路線撤
廃

2

専決処分 議運 1 専決処分事項の指定（100万円以下の訴え） 1

　市議会　議案賛否表
賛成○　賛成少数△　反対×

主な議案

全
体

ひ
ま
わ
り
会
と

市
民
オ

ン

ブ

ズ

マ

ン

さ
く
ら
会

（
議
長
含

）

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

議員数（合計28名） 28 2 10 4 4 3 2 1 1 1

①　202２年度一般会計当初予算 ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

②  2022年度水道事業会計予算 ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

③　 臨時議会一般会計補正予算 ○
藤崎×
宇田〇

○ ○ ○ × × × ○ 〇

④　専決処分事項の指定（議員発議） ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

⑤　ウクライナへの武力攻撃即刻中止 △ 〇 × × × ○ ○ ○ × ○
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
新
年
度
予
算

人
件
費
値
下
が
り
の
事
実

に
反
し
、
人
件
費
上
昇
と
述

べ
て
手
数
料
を
値
上
げ
す
る

新
年
度
予
算
に
反
対
し
た
。

②
水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
料
金
を
値
上
げ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
減
免

措
置
を
廃
止
。
水
道
事
業
全

体
で
の
、
給
水
平
均
単
価

（
立
法
メ
ー
ト
ル
当
り
）
は

前
年
度
比
約
５
％
上
昇
。

③
交
付
金
の
返
還
（
臨
時
会
）

令
和
2
年
度
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て
、

佐
倉
市
は
、
令
和
3

年
度
に
繰
越
し
て
事

業
を
実
施
し
た
。
し
か

し
、
繰
越
手
続
き
は
実
施
さ

れ
て
お
ら
ず
、
国
に
5
億
3

千
万
円
を
返
還
す
る
。

④
専
決
処
分
事
項
の
指
定

金
銭
債
権
に
関
し
、
市
の

提
訴
で
そ
の
目
的
価
額
が
１

０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、

議
会
の
議
決
不
要
と
な
る
。

⑤
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

武
力
攻
撃
即
刻
中
止
を

求
め
る
意
見
書

「
日
本
政
府
は
、
ロ
シ
ア

政
府
に
対
し
核
兵
器
禁
止
条

約
が
禁
止
す
る
核
兵
器
に
よ

る
威
嚇
を
止
め
る
よ
う
求
め

る
」
意
見
書
で
あ
る
。

反
対
者
か
ら
は
、
「
日
本

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
し
て
な
い
か
ら
、
こ
の

意
見
書
を
出
す
の
は
妥
当
で

は
な
い
」
と
の
意
見
が
出
た
。

し
か
し
、
条
約
に
署
名
し

て
い
な
い
政
府
に
、
威
嚇
を

止
め
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と

は
何
ら
差
し
支
え
な
い
が
、

反
対
者
は
多
数
で
あ
っ
た
。

２
月
～
３
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
他
概
要

今
議
会
で
は
、
一
般
質
問
時
間
を
20
分
、
討
論
、
質
疑
は

5
分
以
内
に
制
限
し
て
行
わ
れ
た
。

新
年
度
予
算
、
債
権
管
理
条
例
制
定
等
が
審
議
さ
れ
、
3

月
28
日
に
は
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
返
還
５
・
３
億
円
が
可
決
さ
れ
た
。

トピックス

佐
倉
市
議
会
で
は
、
議
会

改
革
推
進
委
員
会
に
て
、

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

昨
年
10
月
に
、
各
会
派

か
ら
出
さ
れ
た
議
会
改
革

の
検
討
項
目
を
話
し
合
い
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

に
取
り
組
む
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

今
年
1
月
に
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

シ
ス
テ
ム
「
モ
ア
ノ
ー

ト
」
と
「
サ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
の
利
用
説
明
会

を
開
催
し
た
。
そ
の
結

果
も
踏
ま
え
、
3
月
に
「
コ

ロ
ナ
交
付
金
」
を
活
用
し
た

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
、
予
算
の
申
請
を
企
画

政
策
部
へ
提
出
し
た
。

こ
の
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
ア
イ
パ
ッ

ド
）
を
使
い
、
ク
ラ
ウ
ド
方

式
に
よ
る
会
議
資
料
の
閲
覧

等
を
通
じ
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
実
現
す
る
。

ま
た
、
調
査
研
究
、
非
常

時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
可

能
と
な
る
。
実
際
の
導
入
は

来
年
度
に
な
る
見
込
み
。

必
要
経
費
は
、
初
期
費

用
が
６
０
０
万
円
、
年
間

通
信
費
は
１
０
０
～
３
０

０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

市
民
の
メ
リ
ッ
ト
も
話

し
合
わ
れ
る
予
定
。

佐倉市議会のタブレット化
佐倉市議 藤崎 良次

２～３月の議会から

こ
れ
ま
で
、
４
回
に
わ
た
り
消

防
団
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

非
常
勤
の
公
務
員
で
あ
る
「
消

防
団
員
」
に
関
し
て
は
、
全
国
的

に
団
員
数
（
約
82
万
人
）
が
減
少

し
、
危
機
感
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
で
も
、
条
例
定
員
（
８

０
５
人
）
か
ら
一
割
弱
が
欠
員
で

あ
り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

総
務
省
消
防
庁
は
、
21
年
４
月

の
消
防
庁
長
官
か
ら
の
通
知
に
よ

り
、
22
年
４
月
ま
で
に
次
の
点
の

改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

①
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、

出
動
報
酬
は
災
害
時
に
１
日
当
た

り
８
０
０
０
円
と
す
る
。

②
報
酬
及
び
費
用
弁
償
は
消
防
団

員
個
人
に
直
接
支
給
す
る
。

（
佐
倉
市
の
出
動
報
酬
は
1
回
当

り
１
５
０
０
円
と
安
い
）

市
は
次
の
答
弁
を
し
ま
し
た
。

①
出
動
報
酬
に
つ
い
て
は
給
与
所

得
と
し
て
、
源
泉
徴
収
を
行
い
、

個
人
口
座
に
４
月
か
ら
振
込
む
。

②
県
内
48
団
体
の
う
ち
、
29
団
体

（
約
６
割
）
は
８
０
０
０
円
と
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
（
佐
倉
市
は

未
だ
１
５
０
０
円
で
あ
る
が
改
善

に
向
け
努
め
る
）

国
の
定
め
る
基
準
財
政
需
要
額

で
は
、
佐
倉
市
の
出
動
費
が
３
７

６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
佐
倉
市
の
当
初
予
算
支
出
は

約
２
０
０
０
万
円
も
少
な
く
、
消

防
団
へ
の
支
払
い
が
２
０
０
０
万

円
少
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
寄
付
は
、
高
尚
な
も

の
で
あ
り
、
困
っ
た
人
に
援
助
が

出
来
、
自
由
意
思
で
行
う
寄
付
は

大
い
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。

町
内
会
等
か
ら
消
防
団
へ
の
寄

付
に
は
、
疑
問
を
感
じ
て
い
る
人

も
多
い
状
態
で
す
。

①
地
方
財
政
法
第
４
条
の
５
「
地

方
公
共
団
体
は
住
民
に
対
し
寄
付

を
強
制
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
」

②
寄
付
を
払
わ
な
い
場
合
に
、
督

促
に
来
た
な
ら
同
法
違
反
と
な
る
。

③

消
防
団
へ
の
町
内
会
等
か
ら
の

寄
付
が
、
町
内
会
費
の
中
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
場
合
（
大
阪
高
裁

平
成
19
年
8
月
24
日
判
決
）

「
町
内
会
費
の
中
に
寄
付
が
入
っ

て
い
る
と
、
寄
付
が
一
種
の
義
務

と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
義

務
的
な
寄
付
で
あ
り
、
個
人
の
自

由
意
思
を
尊
重
で
き
な
い
。
」
と

の
判
決
が
で
て
い
る
。

消
防
団
に
つ
い

て
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

下
記
へ
ど
う
ぞ
。

消
防
団
（
非
常
勤
公
務
員
）
の
今
後

編
集
後
記

ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ

い
て
は
、
第
三
次

世
界
大
戦
の
危
険

を
感
じ
ま
す
。

ロ
シ
ア
は
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
拡
大
を
恐

れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、

核
兵
器
を
使
う
こ

と
も
排
除
し
な
い

よ
う
な
姿
勢
で
す
。

核
保
有
国
が
軍
事

的
侵
略
を
始
め
た

な
ら
誰
も
こ
れ
を

止
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
核

兵
器
禁
止
条
約
が

必
要
で
す
。
同
条

約
に
署
名
し
て
い

な
い
政
府
に
署
名

す
べ
き
と
の
意
見

書
も
出
せ
な
く
な

れ
ば
、
そ
れ
こ
そ

危
険
で
す
。

消
防
団
の
現
状

市
の
方
針

消
防
団
と
市
の
予
算

消
防
団
へ
の
寄
付

消
防
団
へ
の
意
見
募
集


